
つるがしま市議会だより第179号 〔 6〕

請
願
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
第
１
号　

不
採
択

自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
撤
退
を

求
め
る
請
願

【
請
願
者
】
鶴
ヶ
島
市
松
ヶ
丘

代
表　

田た

部べ

井い

緑み
ど
りさ
ん
外
４
０
６
人

【
要
旨
】
自
衛
隊
に
付
与
し
た
「
駆
け

つ
け
警
護
」
な
ど
新
任
務
を
撤
回
し
、

南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
撤
退
す
る
命
令
を
発

す
る
よ
う
政
府
に
働
き
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

国
政
で
議
論
す
べ
き
内
容
で
は
な

い
か
。

紹
介
議
員　

国
民
の
命
を
守
る
の

が
政
治
の
一
番
の
役
割
で
あ
り
、

市
議
会
と
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
は
、
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

請
願
の
理
由
が
、
本
請
願
を
採
択

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
意
見

を
表
明
す
る
機
会
を
支
援
す
る
、
武
器

を
使
用
し
な
い
紛
争
解
決
姿
勢
を
市
議

会
と
し
て
明
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

読
め
る
。
市
議
会
と
し
て
は
、
こ
こ
ま

で
背
負
え
な
い
が
。

紹
介
議
員　

自
衛
隊
員
の
命
を
守

る
た
め
、
撤
退
を
し
て
ほ
し
い
と

い
う
の
が
本
旨
で
あ
る
。

ＱＡＱＡ

鶴
ヶ
島
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

第
５
次
鶴
ヶ
島
市
総
合
計
画
に
基
づ

く
業
務
に
適
正
な
職
員
数
で
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

運
営
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

職
員
の
年
齢
構
成
に
偏
り
が
あ
る

現
状
に
お
い
て
、
そ
の
是
正
の
た

め
に
職
員
削
減
を
一
時
的
に
停
止
す
る

必
要
は
な
い
か
。

秘
書
政
策
課
長　

年
齢
構
成
の
偏

り
は
是
正
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

毎
年
度
一
定
数
の
採
用
を
し
て
、
退
職

者
数
及
び
業
務
量
を
考
慮
し
な
が
ら
削

減
す
る
。
効
率
的
な
組
織
体
制
を
図
る

な
ど
の
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。
定
員

管
理
計
画
で
は
、
32
年
度
ま
で
の
中
期

的
な
枠
の
中
で
職
員
数
３
８
０
人
を
目

指
し
て
い
く
。

職
員
の
年
齢
構
成
の
偏
り
に
よ
っ

て
市
民
が
困
る
こ
と
は
。

議案第11号ＱＡＱ

委
員
会
審
査

請　
　

願

秘
書
政
策
課
長　

管
理
体
制
上
の

問
題
で
あ
る
が
、
市
民
に
安
定
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
経
験

や
必
要
な
ス
キ
ル
の
平
準
化
が
困
難
に

な
る
。

Ａ
職
員
の
残
業
の
実
態
と
課
長
職
の

残
業
の
状
態
は
。

人
事
課
長　

選
挙
や
確
定
申
告
事

務
な
ど
の
緊
急
的
・
臨
時
的
業
務

に
当
た
る
場
合
に
は
、
残
業
時
間
が
年

間
４
０
０
時
間
を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
。

ＱＡ

ま
た
、
管
理
職
に
は
残
業
の
届
出
義
務

は
な
い
た
め
、
残
業
時
間
の
把
握
は
し

て
い
な
い
。

鶴
ヶ
島
市
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
の
任

用
、
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

最
低
賃
金
法
の
規
定
に
よ
る
最
低
賃

金
の
時
間
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

及
び
近
隣
自
治
体
の
状
況
を
勘
案
し
て
、

一
般
職
非
常
勤
職
員
の
月
額
報
酬
額
を

改
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

現
状
で
は
、
他
市
と
比
較
し
て
安

い
。
今
回
の
改
正
で
優
秀
な
人
材

を
確
保
で
き
る
の
か
。

人
事
課
長　

人
件
費
で
あ
り
、
他

市
と
単
価
競
争
し
て
、
突
出
し
た

金
額
を
設
定
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
の

た
め
、
近
隣
10
市
の
平
均
を
基
に
改
正

を
し
た
。
こ
の
中
で
人
材
の
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
。

改
正
に
よ
る
影
響
額
は
。

人
事
課
長　

年
間
で
約
４
８
０
万

円
で
あ
る
。

議案第12号ＱＡＱＡ

鶴
ヶ
島
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

議
会
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
と
の

均
衡
を
図
る
た
め
、
支
給
割
合
を
改
定

す
る
も
の
で
あ
る
。

県
内
自
治
体
の
期
末
手
当
の
年
間

支
給
率
の
状
況
は
。

人
事
課
長　

28
年
４
月
１
日
現
在

の
本
市
の
議
会
議
員
の
年
間
支
給

率
は
、
県
内
40
市
の
議
会
議
員
の
年
間

平
均
支
給
率
と
ほ
ぼ
同
水
準
に
あ
る
。

西
部
11
市
に
お
い
て
は
、
既
に
条
例
で

改
正
を
行
い
、
28
年
12
月
か
ら
職
員
と

同
率
と
し
て
い
る
の
が
８
市
、
据
え
置

い
て
い
る
の
が
２
市
で
あ
る
。

特
別
職
の
報
酬
等
は
、
そ
の
職
務

の
特
性
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
り
、
生
計
費
や
民
間
賃
金

等
に
相
応
す
る
一
般
職
の
職
員
の
給
与

と
は
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。

人
事
課
長　

近
隣
の
10
市
中
、
８

市
が
市
職
員
と
同
水
準
と
し
て
い

る
。
一
般
職
の
職
員
の
給
与
が
官
民
比

較
に
よ
る
人
事
院
勧
告
等
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
と
、
市
職
員
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
か
ら
も
妥

当
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

鶴
ヶ
島
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
軽

自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
創
設
及
び

環
境
性
能
に
応
じ
た
税
率
の
特
例
期
限

議案第13号ＱＡＱＡ議案第15号

条 例

非常勤の事務職員や保育
士などの報酬額を増額！


